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2. 病原真菌の寄生形態
宮治 誠*西村和子*
現在までに病原真菌として20以上の属が報告されてい
る。成書においてはこれらの真菌は純菌学的分類と疾患
学的分類をないまぜにした観点より配列記載されてお
り，病原性というこれらの真菌を特徴づける性状による
体系化はなされていない。
最近， 日和見感染の増加に伴い真菌症における宿主側
の発症要因に関し多くの研究がなされている。しかしな
がら，感染は宿主と寄生体の両者から成り立っている以
上，菌側にも十分な注意が払われねばならないであろ
う。深在性真菌症の原因菌の半数以上において通常の培
地を用いて室温培養すると栄養細胞は菌糸形の発育を
し，栄養条件を変えたり COz分圧を変えて 370C 培養
すると同じ栄養細胞が酵母形の発育をする。この現象は
二形性と呼ばれているが，酵母形は感染組織内での形態
と同様であり二形性は真菌の病原性と大いに関わってい
る。したがって，二形性は医真菌学の研究者にとって興
味深い問題でありニつの発育形の生理学的，生化学的性
状および超微形態の差異に関して多くの研究がなされて
きた凡 その変換過程，特に酵母形より菌糸形への変化
の詳細も明らかにされつつある。つづまるところ酵母形
→菌糸形変換は腐生状態における菌糸の発芽伸長と同じ
であるが，逆の菌糸形→酵母形変換は単純ではなく観察
上の困難さも相まって報告は少なく，菌によっては意見
が異なっている。しかも後者の場合は感染時に実際に起
り得る変化と考えられるが，生体内における変換過程に
ついての報告はほとんどない。従来より著者らは二形性
真菌の菌糸形より酵母形への変換過程(特に生体内にお
ける)について研究してきたが，今回はこれらの結果を
基に若干の文献的考察も加えて病原真菌の新たな体系化
を試みた(表)。 
A.腐生時における発育形態(菌糸形)と感染組織内
における寄生形態(酵母形)が異なるもの
1. 分節胞子を経由するもの 
Trichophyton rllbruJnがその 1例である。本菌は病
巣角質内で菌糸あるいは分節胞子の連鎖として存在する
が，炎症性反応の強い病巣においては分節胞子は膨化し
球形になり個々に分離してゆく傾向が認められた2)0 T. 
1"l山，tmの一部の菌株(激しい炎症症状を伴なった病巣
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より分離された株が多い)を液体培地中で 370C震渥培
養すると菌糸が分節胞子を形成し，続いて球状の細胞へ
と変ってゆくへ この球状細胞をマウスに腹腔内接種す
ると肉芽腫が形成され，その中心の膿療内で球状細胞は
生き残り一部のものは発芽していた。しかし本菌の菌糸
を接種した場合は同様に肉芽腫が形成されたが，菌糸は
完全に破壊されていた汽したがって，この球状細胞は生
体側の攻撃に対する一種の抵抗形と理解されるが，出芽
により増殖することは不可能である。菌にとって環境条
件が良くなった場合のみ菌糸を伸すが，直接炎症性反応
にさらされた場合は生存期間が延長するだけで例え発芽
しでも菌糸はやがて破壊されてしまう。以上のように， 
T. rubrutnの宿主組織への適応能力は浸出細胞に直接
さらされない部位で分節胞子を経由して球状細胞に変換
する所までである。 
Coccidioides umnitisの場合もまた分節胞子を経由し
て本菌の寄生形である小球体 (spherule)を形成する4)。 
Coccidiodomycosisは分節胞子の吸引により感染する
が，分節胞子は肺の肉芽組織内で球状に大きくなり 
(spherule)，内部では細胞分裂によって胞子を産生しつ
つ胞子嚢 (sporangium)を形成してゆく。胞子嚢は成
熟すると壁は破れ内生胞子(胞子嚢胞子)は感染組織中
に放出されるが，各々の内生胞子は再び大きくなり 
spheruleを形成する。病巣は大きくなり転移すること
もある。内生胞子や spheruleはいわゆる酵母細胞とは
異なるが，肉芽組織内では以下に述べる二形性真菌と同
じ態度をとる。以上のように本菌の宿主組織への適応性
は T.rubruJnに比べはるかに進んでおり，深在性真菌
症の原因菌たり得る所以である。 
2. 厚膜胞子を経由するもの
著者らは生体内における菌糸形より酵母形への変換過
程を観察するのに適した，マウス腹腔内寒天埋没法を考
案し，実験的にこの変換様式を明らかにした。その 1例
に FOllsecaeapedrosoiがある。本菌は病巣の鱗屑痴皮
中では菌糸も認められるが，真皮肉芽腫内では通常褐色
の scleroticcellとして存在している。マウス腹腔内に
移植された寒天ブロック内の若い菌糸は 5日目頃より幅
が広く不規則になり 14日目頃には菌糸の途中や先端がふ
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A. Saprobic(myce1ial)form is not identica1 ¥'Iith parasitic(yeast) form 
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くらんで厚膜胞子を形成した。以後，厚膜胞子は次々と
形成され連鎖状になり離断し球状の細胞となっていっ
た。この細胞はヒト感染組織内の scleroticcellに相当
するものであったの。 症例の病理組織像も合せて検討し
た結果， sclerotic cellの増殖は出芽ではなく本質的に
は発芽によることが明らかになったが尺 通常の場合は
肉芽組織内では直ちに厚膜胞子化するため菌糸として認
め得るのは稀であると思われた。しかしながら，宿主の
防御機構が減弱したり，脳に転移した場合は発芽して菌
糸形となりそのまま増殖してゆくものと思われた。 
Blastomyccs dermatitidisの場合もまた菌糸は厚膜
胞子を経由して酵母様細胞に変換した。即ち，マウス腹
mmnsほコ毛色之フ 
腔に移植された寒天ブロック内の菌糸は 9日目頃より厚
膜胞子を形成し始め， 2週経過すると厚膜胞子の数は増。
しかっ膨化，離断し酵母様細胞となっていった。 1ヶ月.
後には寒天ブロックは出芽増殖した酵母様細胞で充さ
れ，周囲の肉芽組織の組織球や巨細胞内にも出芽してい・
る酵母細胞が観察された7)。 
Pal・acoccidioidesbrasiliensisも同様の機序で菌糸は
酵母様細胞へと変換したが，B. dermatitidisは肉芽組
織内で singlebucldingを行うのに対し本菌は multiple 
buclclingにより増殖していた8)。これらの 2菌は同じ厚
膜胞子を経由する F.lらedrosoiに比べではるかに宿主
組織への適応性に富んでいるといえよう。
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3. 	 分生子が酵母!議細胞に変換するもの
この変換様式においては既存の栄養菌糸が変化して酵
母様細胞に変るのではなく，菌糸側壁あるいは菌糸先端
に新たに細胞が生じて(腐生的発育をしている場合には
分生子と呼ばれる細胞)これが出芽増殖しつつ酵母様細
胞へと変換する。 Sporothrι!.:schencluiについて著者ら
がのせガラス培養および寒天埋没法を用いて検討した結
果では本菌は菌糸側壁に生じた分生子が膨化し multi-
ple budclingを繰り返し酵母様細胞を産生していった。
菌糸の一部には断裂しているものもあったが，それ以上
変化することなく多くの菌糸は消失していったへ ま
た，症例の鱗屑痴皮を病理組織学的に検討した結果でも
同様の所見が認められた10)。
しかしながら， Howarcll1) は組織培養中で本菌菌糸を
培養すると，菌糸細胞質は濃縮し菌糸内に oicliaの連
鎖が生じ，これが離断して酵母様細胞になったと報告し
た。	 Garrisonら12)の電顕を用いた観察によれば菌糸側
壁より新たに生じた細胞(彼らはこれを直ちに酵母様細
胞と呼んでいる)が出芽増殖して酵母形になったとい
う。いずれにせよ，著者らは少なくとも本邦産の S. 
.schenckiiの変換様式は第三のカテゴリーが主流である
と考えている。
もう一つ重要な深在性真菌症の原因菌である Histo-
• _plasma capsulatutnについては検討中であるが， 結論
に達していない。
以上述べてきた真菌は生体内において菌糸形を酵母形
に変え，程度の差はあれ宿主組織への適応能力を獲得し
ているグノレー フ。である。 
B.腐生時における発育形態と感染組織内における寄
生形態が同じであるもの 
Asρel苫"illusfumigatus，Calldida albicans，Clytto 
，coccus neoformans ~こ代表される日和見感染の原因菌
がこのグ、/レ}フ。に入られる。 C.neoform.ansの場合は
本来栄養細胞が球状の単細胞で事情は異なるが13九他の
菌は全てその性質上宿主組織の構築を破壊しなければ増
殖出来ない。したがって，宿主の全身の防御機，怖や局所
の抵抗が何らかの原因で減弱しなければ感染は成立しな
いと考えられる。日和見感染の原因菌たる所以である。
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